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研究活動状況（2018 年 1 月～12 月） 
 掲載は 50 音順による 
 分類記号は下記の通り 
 [A]単著 [B]共著 [C]論文 
 [D]ノート・資料・その他 [E]学会報告 
 
○ 旭   貴 朗 
［C］ 「ユーザモデルにおけるオートマトン型の判定 ― モデル理論アプローチによ
るシミュレーション ―」『経営論集』（第 91 号、pp.13-24）（東洋大学経営学部、
2018 年 3 月） 
 
○ アーリソン・マッケンジー 
［B］『The Startup Reader』共著（pp.1-63）（播磨書院、2018 年 9 月 26 日） 
 
○ 有 光 奈 美 
［C］ 「雲に関する空間認知とメタファー表現―気象情報としての雲と心理―」『経営
論集』（第 91 号、pp.115-121）（東洋大学経営学部、2018 年 3 月） 
［C］ 「現代日本語における「まんじ」の記号と使用者による意味理解のメカニズム ―
表現できないものを表現したい場合の一例―」『経営論集』（第 92 号、pp.153-164）
（東洋大学経営学部、2018 年 11 月） 
［E］ 「Imperative and non-imperative messages advertisements from the perspective 
of Grice’s conversational maxims」（Sociolinguistics Symposium 22、第 22 回大
会、オークランド大学（ニュージーランド）、2018 年 6 月 29 日金曜日） 
［E］ 「Categorization, Opposition and Holism: Rethinking the Expression “A and 
B”」（the 4th International Conference on Interactivity, Language & Cognition 
(CILC4)、第４回大会、ハワイ大学（アメリカ）、2018 年 7 月 1 日水曜日） 
［E］ 「日本語と英語の広告表現に見られる命令文と非命令文の意味解釈」（滋賀大学
彦根キャンパス、2018 年 12 月 7 日金曜日） 
 
○ 李  キョンテ 
［C］ 「ラグジュアリー消費における知覚価値と倹約志向の相互作用～ラグジュアリ
ー・ブランド品を所有する日本人を対象に～」『多国籍企業研究』（第 11 号、pp.26-
44）（多国籍企業学会、2018 年 7 月） 
［C］ 「高級ブランド品に対するロイヤルティ意図の規定要因と満足度の媒介機能～
PLS-SEM による実証分析～」『経営論集』（第 92 号、pp.55-68）（東洋大学経営
学部、2018 年 11 月） 
［E］「Predictors of Japanese Consumers’ Satisfaction with Luxury Fashion Goods」
（Asia-Pacific Academy of International Business (APAIB) – United Nation 
(UN) Academic Impact Joint Conference (Session 4. International Marketing：
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韓国語セッション)、早稲田大学、2018 年 6 月 30 日(土)） 
［E］ 「何がグローバル・ラグジュアリー・ブランドのロイヤルティ意図を規定するの
か？：PLS-SEM による実証分析」（多国籍企業学会、第 11 回全国大会、関西大
学、2018 年 7 月 8 日(日)） 
 
○ 石 井 晴 夫 
［C］ 「水道事業経営の現状と基盤強化のための水道財政のあり方」『公営企業』（50 巻
9 号、pp.1～15）（地方財務協会、2018 年 12 月） 
［E］ 「水道事業の持続のための基盤強化策―経営の面から―」（横浜国立大学大学院
工学研究院、㈱ベンチャー・アカデミア、第 10 回シンポジウム、横浜国立大学、
2018 年 8 月 24 日） 
［E］ 「水道事業の｢持続｣に向けた戦略的経営―経営計画に基づく事業基盤強化―」
（日本水道協会全国研究発表会、平成 30 年度全国会議シンポジウム、福岡サンパ
レスコンサートホール、2018 年 10 月 25 日） 
 
○ 石 田   実 
［C］ 「映画クチコミの共感と敵意―リメイク作品評価の集団極性化―」『経営論集』
（第 92 号、pp.69-83）（東洋大学経営学部、2018 年 11 月） 
［E］ 「企業主導型コンテンツのプロモーション効果 ―消費者間相互作用とオープ
ン・メディアが 購買に及ぼす影響―」（日本商業学会、第 68 回全国研究大会 自
由論題セッション 市場と社会、日本大学、2018 年 5 月 27 日） 
 
○ 今 泉   淳 
［C］ 「鉄道の終端駅と近隣中間駅の能力評価 ―ネットワークフローモデルとしての
定式化―」『電気学会論文誌 C』（Vol.138、No.2、pp.149-156）（電気学会、2018
年 2 月） 
［C］ 「プロ野球の試合において雨天中止の可能性を考慮したスケジュールの作成 ―
2017 年セ・リーグ公式戦日程の場合 ―」『知能と情報』（Vol.30、No.4、pp.652-






キャンパス、2018 年 9 月 7 日） 
［E］ 「列生成法による鉄道車両の休日運用の作成」（日本オペレーションズ・リサー
チ学会、2018 年秋季研究発表会、名古屋市立大学 滝子（山の畑）キャンパス、





年 9 月 21 日） 
 
○ 王   学 群 
［C］ 「“［没(有)…］了”句式的使用条件及其语法意义」『汉语与汉语教学研究』（第 9
期、p.42-55）（株式会社東方書店、2018 年 7 月 1 日） 
［D］ 「『漢語新天地』上巻」教科書（試用版）（白帝社、2018 年 4 月 10 日） 
［E］ 「“有(一)点(儿)”は副詞か？」（国際連語論学会、第六回大会、大東文化大学、
2018 年 2 月 25 日） 
［E］ 「“別／不要……了”構文とその多様な日本語訳」（日中対照言語学会、第 39 回
大会、東洋大学、2018 年 5 月 20 日） 
［E］ 「日中両言語におけるアスペクト表現と数量・時間量」（日中対照言語学会、2018
年 7 月例会、東洋大学、2018 年 7 月 21 日） 
［E］ 「日中対照研究―数量・回数・時間量と時間構造」（漢日対比語言学研究（協作）
会、第十回大会、蘇州大学、2018 年 8 月 18 日） 
 
○ 大瀬良   伸 
［E］ 「有識者調査結果からみるフードサービス業の近未来」（日本フードサービス学
会、第 23 回年次大会、東洋大学、2018 年 6 月 2 日） 
 
○ 大 坪 宏 至 
［C］ 「グローバルに関する一考察」『人間と科学』（第 25 号・7～19 頁）（人間と科学
研究学会、2018 年 3 月） 
 
○ 大 原   亨 
［D］ 「書評『プラットフォーム革命』」その他『日本ベンチャー学会誌』（32 号・pp.53-
55）（日本ベンチャー学会、2018 年 9 月 15 日） 
［E］ 「ベンチャー企業と大企業の戦略的提携プロセス」（組織学会、2018 年度研究発
表大会、東京大学、2018 年 6 月 9 日） 
［E］ 「ベンチャー企業とのマッチングに影響を及ぼす大手企業の内部要因」（日本ベ
ンチャー学会、第 21 回全国大会、専修大学、2018 年 12 月 9 日） 
 
○ 越 智 信 彰 
［D］ 「「星空観察」復活 光害防止の意識拡大に期待」雑誌記事『月刊星ナビ』（2018
年 2 月号、pp.50-51）（アストロアーツ、2018 年 1 月） 
［D］ 「光害と自然環境への影響」『環境年表 2019－2020』pp.10-11（丸善出版、2018
年 12 月） 
［E］ 「Establishment of a Lighting Management Plan and Extensive Retrofitting 
of Outdoor Lightings to Form a ‘Dark Sky Park’ in Yaeyama Islands」（8th Lux 




大学、2018 年 9 月 13 日） 
 
○ 柿 崎 洋 一 
［C］ 「企業競争力としてのステークホルダーマネジメント」『経営力創成研究』（第 14
号、pp.45-56）（東洋大学経営力創成研究センター、2018 年 3 月） 
 
○ 金 子 友 裕 
［A］ 『法人税法入門講義』第 2 版（中央経済社、2018 年 3 月 15 日） 
［B］ 『スタートアップ会計学第 2 版』分担執筆第 10 章・上野清貴編著（同文舘出版、
2018 年 2 月 17 日） 
［B］ 『会社決算書アナリスト試験公式テキスト』分担執筆第 9 章・資格教育推進機構
編（ネットスクール出版、2018 年 4 月 1 日） 
［C］ 「法人税法における役員給与課税の問題点」『租税訴訟」（11 号・157-183 頁）（租
税訴訟学会、2018 年 5 月 16 日） 
［C］ 「消費税の現状と課題」『税法学』（579 号・45-61 頁）（日本税法学会、2018 年
5 月 31 日） 
［C］ 「全商簿記実務検定の分析―大学教育からみたの分析―」『高大連携の視点から
考える簿記教育』（日本簿記学会簿記教育部会 終報告書）116-122 頁（日本簿記
学会、2018 年 8 月 24 日） 
［C］ 「法人税法における返品調整引当金廃止の意義」『産業経理』（78 巻 3 号・129-
137 頁）（産業経理協会、2018 年 10 月 25 日） 
［C］ 「法人税法 22 条の 2 創設の意義」『経営論集』（第 92 号・85-95 頁）（東洋大学
経営学、2018 年 11 月 1 日） 
［D］ 「スタートアップさきどり法人税法第 5 回受取配当金と所得税額控除」その他
『会計人コース』（53 巻 1 号・131-138 頁）（中央経済社、2018 年 1 月 1 日） 
［D］ 「合格るスケジュール 2018 法人税法」その他『会計人コース』（53 巻 2 号・124-
127 頁）（中央経済社、2018 年 1 月 1 日） 
［D］ 「スタートアップさきどり法人税法第 6 回資産評価損益、有価証券」その他『会
計人コース』（53 巻 3 号・119-127 頁）（中央経済社、2018 年 2 月 1 日） 
［D］ 「スタートアップさきどり法人税法第７回棚卸資産、減価償却（1）」その他『会
計人コース』（53 巻 4 号・131-138 頁）（中央経済社、2018 年 3 月 1 日） 
［D］ 「スタートアップさきどり法人税法第 8 回減価償却（2）」その他『会計人コース』
（53 巻 5 号・125-133 頁）（中央経済社、2018 年 4 月 1 日） 
［D］ 「スタートアップさきどり法人税法第 9 回圧縮記帳」その他『会計人コース』（53
巻 6 号・117-125 頁）（中央経済社、2018 年 5 月 1 日） 
［D］ 「学会ルポ日本会計教育学会第 9 回全国大会」その他『企業会計』（70 巻 5 号・
141 頁）（中央経済社、2018 年 5 月 1 日） 
［D］ 「スタートアップさきどり法人税法第 10 回繰延資産、受贈益と免除益」その他
『会計人コース』（53 巻 7 号・115-123 頁）（中央経済社、2018 年 6 月 1 日） 
［D］ 「スタートアップさきどり法人税法第 11 回貸倒損失と貸倒引当金」その他『会
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計人コース』（53 巻 8 号・135-142 頁）（中央経済社、2018 年 7 月 1 日） 
［D］ 「スタートアップさきどり法人税法第 12 回欠損金、改正論点等」その他『会計
人コース』(53 巻 10 号・131-138 頁）（中央経済社、2018 年 8 月 1 日） 
［D］ 「「収益認識に関する会計基準」の公表と法人税法の対応」その他『日税研メー
ルマガジン』（138 号・1-6 頁）（日本税務研究センター、2018 年 9 月 15 日） 
［E］ 「高大連携の視点から考える簿記教育」（日本簿記学会、第 34 回全国大会・簿記
教育部会報告、西南学院大学、2018 年 8 月 24 日） 
［E］ 「税務会計教育における現状と段階的教育への試み」（日本会計教育学会、第 10
回全国大会・特別プロジェクト報告中間報告、高知県立大学、2018 年 9 月 12 日） 
［E］ 「FASB 及び IASB の概念フレームワークについての歴史的考察」（日本会計史
学会、第 37 回大会・スタディグループ報告中間報告、日本大学、2018 年 10 月
13 日） 
 
○ 川 崎 健太郎 
［C］ 「東アジアにおける経済統合の進展と基軸通貨ドル」『日経研月報』（2018 年 3
月号、16-25 頁）（日本経済研究所、2018 年 3 月） 
 
○ キャラ・フィリップス 
［C］ 「Student Motivation and Mobile-Assisted Language Learning」『経営論集』
（第 91 号）（The IAFOR International Conferenece on Education (IICE), 
Honolulu, Hawaii、2018 年 3 月 15 日） 
［C］ 「Technology-Assisted English Self-Study」『経営論集』（第 92 号）（The 14th 
Annual CamTESOL Conference, Phnom Penh, Cambodia、2018年 11月 30日） 
 
○ 久 世 恭 子 
［C］ 「The Effects of a Field Trip on University Students Studying English: A 
Practical Report on the “Asakusa Trip”」『上野学園教育研究紀要』（第 1 号、
pp.89-99）（上野学園大学、2018 年 3 月 31 日） 
［C］ 「ESP と文学テクスト―英語教育における接点を探して」『JAILA Journal』第
4 号（pp.2-13）（日本国際教養学会、2018 年 3 月 20 日） 
［C］ 「大学入学共通テストにおける英語試験再考―高校現場の反応を踏まえて―」
『経営論集』（第 92 号、pp.139-152）（東洋大学経営学部、2018 年 11 月 30 日） 
［E］ 「The Intersection between Literature and the Real World in Language 
Teaching: Using Pygmalion in a Non-Literary Course」（Liberlit Conference、
The 9the Annual Liberlit Conference、成蹊大学、2018 年 2 月 19 日） 
［E］ 「どこへ行く、日本の英語教育―現在を見つめ、未来を考える」（メインシンポ
ジウム企画・司会）（日本英文学会、関東支部第 16 回大会、早稲田大学、2018 年






［C］ 「The Natural Approach.」『J. Liontas (Ed.), The TESOL Encyclopedia of 
English Language Teaching, First Edition.』（pp.1-6）（Hoboken, USA: John 
Wiley & Sons, Inc.、2018 年 1 月 18 日） 
［D］ 『The Startup Reader』共著（pp.1-63）（播磨書院、2018 年 9 月 26 日） 
 
○ 幸 田 浩 文 
［C］ 「近江日野商人の独自性と売薬行商の展開」『経営力創成研究』（第 14 号・5-20
頁）（東洋大学経営力創成研究センター、2018 年 3 月 15 日） 
［E］ 「スモールビジネス・マネジメントの創造と企業家育成」（東洋大学経営力創成
研究センター、東洋大学経営力創成研究 2018 年度 第 1 回シンポジウム、東
洋大学、2018 年 7 月 21 日） 
 
○ 小 嶌 正 稔 
［C］ 「IoT、AI とマネジメントシステム IoT のビジネスモデル視点」『経営教育研
究』（Vol21、No1、pp.27-36）（日本マネジメント学会、2018 年 1 月） 
［C］ 「次世代自動車導入加速に伴う石油製品需要想定と SS 事業への影響見通し」『フ
ロンティア』（第 27 号、pp.1-12）（農協流通研究所、2018 年 4 月） 
［C］ 「燃料多様化がもたらす地域防災への効用」『地域開発』（Vol.627、pp.54-57）（日
本地域開発センター、2018 年 11 月 15 日） 
［E］ 「事業承継と起業家育成」（日本経済学会連合、第 4 回アカデミックフォーラム、
早稲田大学、2018 年 9 月 29 日） 
 
○ 後 藤   亘 
［B］ 『The Startup Reader』共著（pp.1-63）（播磨書院、2018 年 9 月 26 日） 
［C］ 「Restricting n to Two: When Merge Requires Search」『経営論集』（第 91 号
105-114 頁）（東洋大学、3 月） 
［C］ 「On the In-Situ Theory of Sluicing in English: A New Perspective from 
‘Immobile’ Elements」『English Linguistics』（35:1、pp.96-121）（開拓社（日本
英語学会）、11 月） 
［D］ 「Some Consequences of MERGE and Determinacy」投稿予定論文『Lingbuzz』
（トロムソ大学、7 月） 
［D］ 「英文法大辞典」翻訳『英文法大辞典（第 2 巻）』（開拓社、11 月） 
［E］「併合の理論的研究：神経言語学との統合を目指して」（脳機能系障害研究部主
催講演会、招待講演、国立障害者リハビリテーションセンター研究所、2018 年 1
月 16 日） 
［E］「Whether We Inherit or Not: A Unified Account of Pro-Drop and Topic-Drop」
（Workshop on Current Issue in Comparative Syntax: Past, Present, and 
Future、第 1 回大会、シンガポール国立大学、2018 年 3 月 1～2 日） 
［E］「Some Consequeces of MERGE and Determinacy」（日本英語学会国際春季フ
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ォーラム、第 11 回大会、北海道大学、2018 年 5 月 12～13 日） 
［E］「Taming Free Merge Further - Sub-Extraction and Its Kin」（Western 
Conference on Linguistics、第 23 回大会、カリフォルニア州立大学（フレズノ
校）、2018 年 11 月 30 日～12 月 3 日） 
 
○ 坂 口   誠 
［C］ 「川越商業会議所の設立と初期の活動」『立教経済学研究』（第 72 巻第 1 号、
pp.25-44）（立教大学経済学研究会、2018 年 7 月 27 日） 
 
○ 佐 藤 洋 一 
［A］『「おとなの英語」言い方のコツ』（かんき出版、2018 年 6 月 11 日） 
［B］『仕事で使える英文法』共著（pp.1-197）（コスモピア、2018 年 5 月 24 日） 
［B］『The Startup Reader』共著（pp.1-63）（播磨書院、2018 年 9 月 26 日） 
［C］「Emerging problems in Washoku business and changing needs of corporate 
training: A pilot case study from consumers’ perspectives」『経営論集』（第 92
号）（東洋大学経営学部、2018 年 11 月 30 日） 
［E］「Investigating the trajectory in BELF user identity and leadership through 
project-based learning: A case study of Japanese university students」（国際ビ
ジネスコミュニケーション学会、第 78 回全国大会、近畿大学、2018 年 10 月 13
日・14 日） 
 
○ 里 吉 清 隆 
［C］「EGARCH モデルによる TOPIX のブル・ベア局面分析」『紀要』（第 48 号、
pp.91-106）（日本大学経済学部経済科学研究所、2018 年 3 月） 
［C］「日経 225 先物市場における価格変動の分析：ナイト・セッションと日中立会」
『先物・オプションレポート』（Vol.30、No.9、pp.1-6）（株式会社大阪取引所、2018
年 9 月） 
 
○ 調   勇 二 
［C］「日本における予想誤差ボラティリティの実態」『経営論集』（第 92 号）（東洋大
学経営学部、2018 年 11 月） 
 
○ 杉 山 晶 子 
［C］「財務報告の信頼性と内部統制の有効性の関係性に見るわが国の会計プロフェ
ッションの役割と課題」『国際会計学会年報』2017 年度 1・2 合併号（通号 41・
42 合併号、p.23～37、p.222）（国際会計研究学会、2018 年 7 月） 
［D］ 「関税・外国為替等審議会」関税分科会 委員、同審議会 外国為替等分科会 委
員（2017 年 3 月 13 日～2019 年 3 月 12 日：財務省） 
［D］ 公認会計士試験委員（2017 年 12 月 1 日～2018 年 11 月 30 日、2018 年 12 月 3
日～2019 年 11 月 30 日：内閣府）  
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○ 鈴 木   寛 
［D］ 「従来型広告とインターネットメディアはどれだけシナジーをもたらすか？」
その他（翻訳）Jayson, R., M. P. Block, and Yingying Chen, (2018), “How Synergy 
Effects of Paid and Digital Owned Media Influence Brand Sales - 
Considerations for Marketers When Balancing Media Spend,” Journal of 
Advertising Reserch, Vol. 58(1), pp.77-89.『日経広告研究所報』（第 52 巻 3 号）
（日経広告研究所、2018 年 6 月 1 日） 
［D］ 「効果的なブランド立ち上げ戦略を構築するために」その他（翻訳）Anton 
Jerges, (2018), “How to create an effective launch strategy,” Admap, pp.44-45.
『広研レポート Online』（日経広告研究所、2018 年 11 月 30 日） 
［D］ 「デジタル広告はどのくらいの量が適切か？」その他（翻訳）Mee, M., N. 
Shardlow, and J. Allen, (2018), “What is the optimum amount of targeted 
advertising?,” Admap, pp.10-12.『広研レポート Online』（日経広告研究所、2018
年 5 月 31 日） 
［E］ 「バラエティ・シーキングと製品多様化に関する国際比較―理論的基礎としての
日本人消費者分析―」（日本商業学会、第 68 回全国大会、日本大学砧キャンパス、
2018 年 5 月 27 日） 
［E］ 「地域特性を活かしたブランド戦略」（地域デザイン学会、第 7 回全国大会、専
修大学神田キャンパス、2018 年 9 月 1 日） 
 
○ 住 谷   宏 
［C］「顧客目線からみた消費財流通のデジタル革新」『日立総研』（vol13-3、pp20-23）
（(株)日立総合計画研究所、2018 年 11 月） 
 
○ 関   勝 寿 
［C］「水分特性曲線の回帰プログラム SWRC Fit (2) ―プログラムの実行方法―」
『東洋大学紀要自然科学篇』（第 62 巻、pp.17-24）（東洋大学、2018 年 3 月） 
［D］ 「多孔質体中の溶液の電気伝導度推定装置、電気伝導度推定モデル構築装置お
よび電気伝導度推定モデル構築方法」その他（特許出願）（出願番号：特願 2018-
080205、出願日：2018 年 4 月 18 日） 
 
○ 徐   寧 教 
［C］「 International Allocation of Value Chains: The Emergent Strategy of 
Ikegami Mold Engineering.」（単著）『Annals of Business Administrative 
Science』（17(3)、1-10）（GBRC、2018 年 6 月 8 日） 
［E］「液晶テレビ産業におけるグローバルサプライチェーンの変化」（共著、本人発
表）（組織学会、2018 年度 研究発表大会、東京大学、東京、2018 年 6 月 10 日） 
［E］「新興国市場における生産システムの変容 ― ホンダインドを事例に」（単著）
（国際ビジネス研究学会、第 25 回 全国大会、早稲田大学、東京、2018 年 11 月
11 日）  
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○ 宋   元 旭 
［C］「Customization management in supplier performance」『Annals of Business 
Administrative Science (17(5), 203～213)』（Global Business Research Center、
2018 年 10 月） 
［E］「B2B 取引におけるサプライヤーのカスタマイズ戦略」（組織学会、2018 年度研
究発表大会、東京大学、2018 年 6 月 10 日） 
［E］「液晶テレビ産業におけるグローバルサプライチェーンの変化」（組織学会、
2018 年度研究発表大会、東京大学、2018 年 6 月 10 日） 
 
○ 竹 内 亮 介 
［C］「消費者の制御焦点と広告回避」『マーケティングジャーナル』（第 38 巻・第 2
号・pp.39-51）（日本マーケティング学会、2018 年 9 月 30 日） 
［E］「広告視聴と広告回避に関する消費者選択」（慶應義塾大学商学研究科 学事振興
資金成果報告会、2017 年度分 報告会、慶應義塾大学、2018 年 6 月 9 日） 
 
○ 寺 畑 正 英 
［C］「若年従業員の離職と継続就業を巡る環境 ―ワーキングパーソン調査の二次
分析から―」『経営論集（東洋大学）』（第 92 号、pp.27-37）（東洋大学経営学部、
2018 年 11 月 30 日） 
 
○ 富 田 純 一 
［C］「NEDO プロジェクト・マネジメントに関する予備的考察―R&D 継続・上市に
影響を及ぼす要因―」『経営論集』（第 91 号、pp.1-12）（東洋大学経営学部、2018
年 3 月） 
［E］「The mechanism of accumulating ‘process system knowledge’ in process 
industry.」（POMS、29th Annual Conference、Houston, U.S.A.、2018 年 5 月
6 日） 
［E］「風力発電産業における産業政策とアーキテクチャ戦略」（オペレーションズ・
マネジメント＆ストラテジー学会、第 10 回全国大会、追手門学院大学、2018 年
6 月 10 日） 
 
○ 長 島 広 太 
［C］「通信販売の歴史に関する一研究―特定商取引法の観点から―」『経営論集』（第
91 号、pp.61-73）（東洋大学経営学部、2018 年 3 月） 
［E］「ペイメントの変化と消費者―Web 調査の報告―」（日本ダイレクトマーケティ
ング学会、DMA 部会、(株)オプトフォールディングス、2018 年 11 月 5 日） 
 
○ 長 島 直 樹 
［C］「新興国進出に関する意思決定プロセスの再考～日本のサービス企業に基づく




88 頁）（東洋大学、2018 年 3 月） 
［C］「フードサービス業の海外進出～新興国進出に先立つ現地消費者理解～」『日本
フードサービス学会年報』（第 23 号、6-23 頁）（日本フードサービス学会、2018
年 12 月） 
［D］ 「平成 30 年 1-3 月期 中小企業景況調査報告書」（1-30 頁）（全国商工会連合会、
2018 年 4 月） 
［D］ 「平成 30 年 7-9 月期 中小企業景況調査報告書」（1-30 頁）（全国商工会連合会、
2018 年 10 月） 
［E］「フードサービス業の海外進出～新興国進出に先立つ現地消費者理解～」（日本
フードサービス学会、第 23 回年次大会、東洋大学、2018 年 6 月 2 日） 
［E］「Background of Irresolute Entry Decision: Japanese Service Businesses 
Entering Emerging Markets」（The Association of Japan Business Studies, 
AJBS 31st Annual Conference, Minneapolis, USA, June 24, 2018） 
［E］「A Thought on Foreign Market Entry Processes: From the Cases of Japan’s 
Service Businesses」（Academy of International Business, AIB 2018 Annual 
Meeting, Minneapolis, USA, June 28, 2018） 
［E］「Understanding Consumers in the Emerging Markets: Comparative Study 
of India and Japan」（国際ビジネス研究学会、第 25 回全国大会、早稲田大学、
2018 年 11 月 11 日） 
 
○ 中 野 剛 治 
［D］ 「事業機会は『運』がなければ手に入れられないものなのか?」寄稿『赤門マネ
ジメント・レビュー』（17(6)，pp.205-208. doi:10.14955/amr.0181209a）（特定非
営利活動法人グローバルビジネスリサーチセンター、2018 年 12 月 25 日） 
［D］ 「次世代に向けた学会の役割 次世代オープンイノベーション・エコシステムの
構築」記録『日本ベンチャー学会会報』（Vol.83、p.10）（日本ベンチャー学会会
報、2018 年 9 月 25 日） 
［E］「Process of strategic alliances between start-ups and major enterprises.」（大
原亨と共著）（Global Business Research Center、ABAS Conference 2018 Spring 
Part1、東京大学、2018 年 4 月 9 日） 
［E］「ベンチャー企業と大企業の戦略的提携プロセス」（大原亨と共著）（組織学会、
2018 年度研究発表大会、東京大学、2018 年 6 月 9 日） 
［E］「ベンチャー企業とのマッチングに影響を及ぼす大手企業の内部要因」（大原亨
と共著）（日本ベンチャー学会、第 21 回全国大会、専修大学、2018 年 12 月 9 日） 
 
○ 西 澤 昭 夫 
［C］「Launching a Tech-based Economy: Similarities and Differences across 
National Context: Austin TX. USA and Tsuruoka, Japan」共著、第 1 著者、査
読有り『Interdsciplinary Journal of Economics and Business Law』（Vol. 7、
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Issue1、pp.50-70）（University of Warsaw, Faculty of Management Press & 
CJEAS Ltd., UK、2018, January） 
［C］「制度的企業家と地域エコシステムの構築」単著、査読有り『経営力創成研究』
（第 14 号、pp.57-69）（東洋大学 経営力創成研究センター、2018 年 3 月 16 日） 
 
○ 野 中   誠 
［C］「インパクトスケールを用いた不具合修正にかかわるソフトウェア変更の予測」
（共著、第 1 著者）『情報処理学会研究報告』（Vol.2018-SE-198，No.33，pp.1-8）
（情報処理学会、2018 年 3 月 2 日） 
［C］「ランダムフォレストを用いたソフトウェア不具合修正予測におけるインパク
トスケールの有用性」（共著、第 1 著者）『情報処理学会研究報告』（Vol.2018-SE-
200, No.7, pp.1-8）（情報処理学会、2018 年 12 月 3 日） 
［C］「Trap-Based Software Review: How Will Engineers Embed Bugs Due to 
Cognitive Error?」（共著、第 4 著者）『Proceedings of the 29th IEEE International 
Symposium on Software Reliability Engineering (ISSRE)』（pp.6-11）（IEEE、
2018 年 10 月 15 日） 
［E］「業界別に見る「攻め」と「守り」の IoT 活用事例の特徴分析」（共著）（経営情
報学会、2018 年春季全国研究発表大会、筑波大学、2018 年 3 月 9 日） 
［E］「教育情報支援システムの活用にかかわる大学組織の IT ケイパビリティ」（共




学、2018 年 3 月 9 日） 
［E］「働き方改革施策が従業員の職務満足に与える影響」（共著）（経営情報学会、
2018 年春季全国研究発表大会、筑波大学、2018 年 3 月 9 日） 
［E］「理美容業界における利用者ニーズとサービス提供者の認識との比較」（共著）
（経営情報学会、2018 年春季全国研究発表大会、筑波大学、2018 年 3 月 9 日） 
［E］「インパクトスケールを用いた不具合修正にかかわるソフトウェア変更の予測」
（共著、本人発表）（情報処理学会、第 198 回ソフトウェア工学研究発表会、芝浦
工業大学、2018 年 3 月 10 日） 
［E］「ソフトウェア再利用が改修プロジェクトの生産性に与える影響の実証分析」
（共著）（プロジェクトマネジメント学会、2018 年度秋季研究発表大会、同志社大
学、2018 年 8 月 30 日） 
［E］「Trap-Based Software Review: How Will Engineers Embed Bugs Due to 
Cognitive Error?」（共著）（IEEE、The 29th IEEE International Symposium on 






工学研究発表会、奈良商工会議所、2018 年 12 月 3 日） 
 
○ 藤 尾 美 佐 
［B］「National traits or individual traits? Turn-taking patterns in the case of a 
business focus group in Japan」『Business, Communicaiton, and the Enterprise: 
Where Business Meets Language』（第 20 章、pp.428-446)（Cambridge Scholars 
Publishing、2018 年 8 月） 
［C］「Challenges Facing Globally-Minded Leaders in a Japanese-European Joint 
Venture Company」『BCRP (Business Communication Research and Practice)』
（Vol. 1、 pp.18-25）（KABC (Korean Association for Business Communication)、
2018 年 1 月） 
［C］「The Effects of Overseas Study on Japanese University Students: Challenges 
and Opportunities in the Development of Intercultural Competence and 
Impacts on Future Career」『JACET International Convention Selected Papers』
（Vol. 5、 pp.50-79）（JACET (The Japan Association of College English Teachers)、
2018 年 8 月） 
［E］「An Increasing Wave of Englishnization in Japan and its Impact on In-House 
Power Relations」（基調講演）（LSP-GABC International Conference 2018、11th 
Language for Specific Purposes (LSP) International Conference & 10th Global 
Advances in Business Communication (GABC) Joint Conference Universiti 
Teknolgi Malaysia (UTM)（マレーシア）、2018 年 06 月 28 日） 
［E］「日本人大学生の長期留学の成果と課題： 事後研修および長期的キャリアにど
う結びつけるか」（JACET（大学英語教育学会）、第 11 回 JACET 関東支部大会、
神田外語大学、2018 年 7 月 7 日） 
［E］「The Roles of English and Communication to Empower Future Generations  
in International Business」（基調講演）（韓国経営関連学会 総合学術大会、第 20
回大会、KABC (Korean Association for Business Communication) Session、慶
州 HICO & ヒルトンホテル（韓国）、2018 年 8 月 22 日） 
［E］「国際ビジネスコミュニケーション研究に必要な質的分析方法の考察」（国際ビ
ジネスコミュニケーション学会（JBCA）、第 78 回全国大会、近畿大学、2018 年
10 月 14 日） 
［E］「Challenges and Opportunities of Japanese Inbound Business towards the 
Olympics in 2020: How to Combine the Opportunities with University 
Education」（Association for Business Communication (ABC) 学会、The 83rd 
Annual International Conference、Marriotto Miami Biscayne Bay（アメリカ）、
2018 年 10 月 26 日） 
［E］「Changing Landscape of Businesses in Japan: The Impact of Englishnization 
and Technology（招待講演）」（Institute for Public Relations (IPR) and Singapore 
Management University (SMU) Joint Forum、IPR-SMU Asian Communication 
Forum 2018、Singapore Management University (SMU)（シンガポール）、2018
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年 11 月 8 日） 
 
○ 堀 田 真 理 
［C］「医療領域における SIB 活用と進展の可能性」『経営論集』（第 92 号・97 頁-111
頁）（東洋大学経営学部、2018 年 11 月 30 日） 
［D］ 「特集Ⅰ政策誘導点数-現在・過去・未来 Part3 [2]政策誘導点数の是非」依頼
執筆『月刊保険診療』（第 73 巻 12 号・34 頁-38 頁）（株式会社医学通信社、2018
年 12 月 10 日） 
 
○ 増 子 敦 仁 
［D］ 「「日商簿記 2 級 平成 30 年度新試験範囲 かみくだき解説」(1)―連結会計
（成果連結）―」その他『会計人コース』（第 53 巻第 4 号、pp.31-37）吉田和広
と共著（中央経済社、2018 年 3 月 1 日） 
［D］ 「「日商簿記 2 級 平成 30 年度新試験範囲 かみくだき解説」(2)―税効果会計
①―」その他『会計人コース』（第 53 巻第 5 号、pp.23-30）吉田和広と共著（中
央経済社、2018 年 4 月 1 日） 
［D］ 「『検定簿記講義 2 級商業簿記』平成 30 年度版」その他、渡部裕亘・片山覚・
北村敬子編著 第 6 章および第 17 章後半（中央経済社、2018 年 4 月 1 日） 
［D］ 「『イントロダクション簿記』第 11 版」その他、大野智弘他と共著 第 13 章 
第 14 章 第 15 章 第 31 章（創成社、2018 年 4 月 20 日） 
［D］ 「「日商簿記 2 級 平成 30 年度新試験範囲 かみくだき解説」(3)―税効果会計
②―」その他『会計人コース』（第 53 巻第 6 号、pp.151-159）（中央経済社、2018
年 5 月 1 日） 
［D］ 「「日商簿記 2 級 平成 30 年度新試験範囲 かみくだき解説」(終)―製造業を
営む会社の決算―」その他『会計人コース』（第 53 巻第 7 号、pp.1481-151）（中
央経済社、2018 年 6 月 1 日） 
 
○ 峰 尾 美也子 
［C］「商店街の現状と消費者の商店街に対する意識・利用実態について」『商工金融』
（第 68 巻第 4 号、pp.18-33）（一般財団法人 商工総合研究所、2018 年 4 月 10
日） 
 
○ 宮 村 健一郎 
［E］「アメリカ銀行業の P2P レンディング戦略」（生活経済学会、中四国部会・九州
部会合同例会、下関市立大学、2018 年 12 月 1 日） 
 
○ 室 山 泰 之 
［C］「ニホンジカの知覚・認知特性の解明と被害管理手法の開発―実験対象の訓練」
『大学紀要自然科学篇』（62 巻、63-68 頁）（3 名の共著；筆頭著者）（東洋大学、




演会』（一般社団法人自然環境共生技術協会、2018 年 6 月 12 日） 
［D］ 「人間 vs.ニホンザル 「やっかいもの」から作物を守れるか」メディア関連
『 Yahoo! ニ ュ ー ス  特 集 「 深 層 ク ロ ー ズ ア ッ プ 」』
https://news.yahoo.co.jp/feature/1135 
 
○ 安 則 貴 香 
［C］「体育大学生からみたダンス授業評価の構造」『日本体育大学紀要』（第 47 巻・
２号・pp.141-149）（日本体育大学、2018 年 3 月 31 日） 
［E］「ナチス教員連盟傘下『ドイツトゥルネン、スポーツ、体操教員帝国同盟』の専
門団体『体操とダンス』に関する検討」（スポーツ史学会、スポーツ史学会第 32
回大会、愛知学院大学名城公園キャンパス、2018 年 12 月 1 日） 
 
○ 山 口 裕 之 
［C］「モジュラー化とシステム知識共有化の同時追求の必要性：カーナビゲーショ
ン・システムにおけるソフトウェア危機の克服」『組織科学』（第 51 巻第 3 号、
pp.46-59）（白桃書房（組織学会）、2018 年 3 月 20 日） 
 
○ 吉 澤 容 一 
［C］「Evolution of multivariate copulas in continuous and discrete processes」
『Intelligent Systems in Accounting, Finance and Management』（Vol.25 (1), 
pp.44-59）（WILEY、2018 年 3 月） 
［C］「Time evolution of copulas and foreign exchange markets」『Information 
Sciences』（Vol.467, pp.163-178）（ELSEVIER、2018 年 7 月） 
［ E ］「 Value at Risk for the portfolio problem with copulas 」（ Science and 
Mathematics International Conference、SMIC 2018 Jakarta、Indonesia、2018
年 11 月 3 日） 
 
○ 依 田 俊 伸 
［B］『所得概念の再検討』第 1 章第 2 節 法人税における課税所得概念の再検討（52
頁-61 頁）、日本租税理論学会編（財経詳報社、2018 年 12 月 17 日） 
［D］ 『財務会計論の基礎と応用』（共著）その他（中央経済社、2018 年 5 月 10 日） 
［D］ 「大学院教授直伝！研究計画書作成メソッド」その他『会計人コース』（53 巻 12
号）pp.47-51（中央経済社、2018 年 10 月 1 日） 
［E］「特例措置からみた中小企業課税（統一論題報告）」（中小企業会計学会、第 6 回
全国大会、東洋大学、2018 年 9 月 1 日） 
［E］「税務会計教育における現状と段階的教育への歩み（研究プロジェクト中間報
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